





一騎用具略記』である。勝野延年については、 『士林泝洄と『尾張著述家綜覧』 、 『国書人名辞典』に記述がある。それらによれば、延年はもとは大沢無手右衞門の男で のちに勝野武延の養子となっており、 武延の女を妻としている。このあたりの先後関係は不明 『士林泝洄』 よれば、元文五年（一七四〇）九月十五日、 養父 家領のうち、百石を賜り、 尾張藩馬廻となった。また『尾張著述家綜覧によれば、寛延元年（一七四八）には尾張藩書院番となっており、その後宝暦七年（ 七五八）に致仕している。生
没年については記述は見当たらない。 著作に 『貫流目録』 『故実用捨』および『平士一騎用具略記』が伝わっている。　
本書は「平士」 （一般兵）の軍装について、単なる用語

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































何様ニ見苦シク モ身軽ニ出立ヲ吉 ヘトモ治国 若隣
− 90 −
【十一丁ウ】　
国ニ変事有テ境目カタメ又城ノ請取渡シ明城在番等
　
勤ルトキハ従者ニ至ルマテキラヒヤカニ出立サレハ不宜タトヘハ火消ニ
　
出ル者ハ何様ノ形ニテモ可也東武ノ火消トビノ者等ノス足
　
裸身ニ法被ヲ一ツ着シテ出ル 同シ又風烈等ノ刻城下町小路ヲ
　
巡見ノトキ従者迄火事装束ヲキラヒヤカニナケレハ見苦キヲ以テ可
　
知ナリ依必用意可有也
一治世ニ甲胄ヲ見テ皆人云如此重キ堅キ物ヲ着シテハ身ノ
ハタラキ成間
　
敷ト云見ナレサレハ尤也タトヘハ大暑ノ日冬 服夜具火桶等見ル心
　
ナルヘシ又若乱世ニ是 見ハ極寒ノ夜夜具 燵等ヲ見タル思ヒ
　
ナルヘシ是等ヲ思ヒ治乱ノ人情ヒトシカラサルナリ仍テ武事ヲ
　
云トキハ乱国生死ノ境ヲ極メ考サレハ相違可有也乱国決戦生死
　
決断ノ気涯ヲ以テ可有吟味事也
【十二丁オ】　　　
追加
　　　　
具足餅飾之伝説
　
在古伝未詳或亀ノ神門ノ神ヲ初トシテ其品々ノ神ヲ祭ルト云
　
或ハ甲胄ニ不限刀鎗弓矢万ノ武器 集メテ是ヲ祭ル故甲胄而已ニ
　
限ラサレ ノ鏡餅ト不唱惣テ武器具足シタル処
　
ヲ以具足ノ鏡餅ト称ス
　
一説ニ曰八幡宮ヲ初メ惣テ武神ヲ祭ル鏡餅ト云然ラハ
　
備ルニモ又開祝 日モ至テ清火スヘキ事也
　
或家ノ先例 鏡餅ヲ開クノ日弓矢ヲ以テ其 ヲ
　
試テ不徹ヲ堅ト称シテ祝之又 𨨞ヲ以鏡餅ヲ割リ
　
不割ヲ堅ト祝フ
　
或家ノ説ニ曰鏡餅ヲ開ノ日錺ヲ下シ菱餅 湯ニヒタシ
　
其上ニ小豆ノ煮熟シタル カケ再具足 備趣意ハ
【十二丁ウ】　
菱ハ剣ナリ勝負ニ及 敵ヲ討テ剣ヲ血ニ染タル体ナリト
　
称シテ祝之鏡餅ヲ備ルハ鏡ヲ以テ玉ト 菱 以テ
　
鋒ノ体トスト云
一余父武延申伝ヘシ趣ハ八幡宮ヲ初武神ニ奉備ニモ非スマ
タ
　
武士ノ調度タルニ依テ備ニモ非ス甲胄ハ其 主ノ形
カタシロ
代ナ
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リ
　
且其主ノ心魂ヲ納ルノ器タレハ社トモ云ヘキ也因テ我居ル所ノ
　
鏡ヲ具足ニ備也故ニ是ヲ開祝スル日モ子孫弟姪及配下
　
アル人ハ是ヲ集メ末家来ニ至ル曽テ父兄叔伯ヲ請待セ
　
サルハ我居タル鏡ナレハ我ヨリ上タル人ニ奉ラン事ヲ恐憚
　
テナリ是ヲ以考フ ニ此説本拠アリト雖モ世ニ通テ云ニモ非ス
　
其家々ノ先規ノ礼ニ任セテ可也余ハ父カ遺訓ニ任セ
　
是ヲ用ル而已
【十三丁オ】　　　
鎧着初之伝記
　
在着初ト云ハ武 子孫十五六歳十七歳ノ春迄其人
　
相応ノ甲胄ヲ用意シ
或譲或新製
　右年齢ニ及テ是ヲ執行フ
　
ヘシ古代ハ幼年ニ此式有ト見ユ
一鎧親ハ
烏帽子
　
親ニ准ス
忠臣勇猛ノ人ヲ撰テ可頼之
一鎧親ノ餞別ハ燧袋或繰シテ上帯等ノ内可也
燧袋ハ
　
日本武尊
　
東夷御追罸ノ節御叔母
　　　
姫尊ヨリ参ラセラルヽ例ナリ
一吉日ヲ撰ス己丑ノ日大吉日ナリ戊子ノ日次之戊午ノ日　
次之戊辰ノ日次之戊申ノ日次之己卯ノ日次之己酉ノ日
　
次之乙亥ノ日次之
一吉方其日ノ支ヨリ九支ニ至テ大吉方ナリ
陰陽家ニ云玉女ノ法
然共
　
其日ノ支ニ依テ子ノ方丑寅ノ方若九支ニ当ラハ勘考
【十三丁ウ】　
有ヘシ俗ニ従テ其年ノ恵方モ可ナランカ
一甲胄ヲ着シ両刀ヲ帯シ箙ヲ負碁盤ニ腰ヲカクベシ
碁盤ハ勝負ヲ決スルノ
　
具ナレハナリ　　　　　
一所用ノ取肴○ウチアワビ○勝栗○混布此三種 用ルハ常
ナリ
　
○其時ニアル所ノ香ノ物ヲ大ニ切テ一種大功ノ者ト云心也○田作
　
治国五穀成就ノ趣意也
右五種ヲ以テ物トシ盃事有ヘシ
一右調テ第一神前ニ拝シ鎧親ニ礼ス扨父アル者ハ父ニ礼ス
其余集
　
タル親族ニ礼ス且先祖代々ノ霊前ヲ拝ス
　
右調テ母ニ対面ス是凱陳ノ心也母タリト雖トモ出陣ニ婦女ニ対面スベ
　
カラス其身ハ勇猛タリト雖モ婦人ノ愛情ニ依テ親子ノ間タレハ
　
自然ニ心後ルヽ事モ有ンヤ依テ ヲ禁スト云
一鎧着初ノ故実ハ実朝卿着初ノ例東鑑ニ見ユ長ニ依テ略之一着初調テ満座ニ饗応ノ式古代ノ如ク至テ質素有ヘキナリ　
或説ニ云古代ノ式左ニ記ス
【十四丁オ】　
折敷
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今俗ニ云モツソニテ盛是ヲ飯椀ニ附
　
蓋ニハ汁ノ椀ヲ掩ヒ扨勝手ヨリ赤味噌汁
　
ニテイチヤウ大根ヲ煮テ鍋共ニ持出飯
　
椀ニ掩ヒタル ニ是ヲ盛
　
右献立三川御時代ノ古法ト家伝也大久保彦左エ門物語ノ由
一古代
饗アルシマウケ
応
ノ様一献ウチアワビ二献ヱビ三献カイモチイ
ニテヤミヌ
　
トミヘシ又土器ニ味噌ノ付 ヲ肴トシテ数献ニ及奧ニ入ラレハヘ
　
リキナント見ヘタリ今ノ世ノ人カヽ 有様ヲ知ラサルハ非サレトモ
　
世ノ俗麁抹非礼ナランカト恐テ典拠奢侈 及ト見エタリ
【十四丁ウ】一荷矢箱　
右可納矢并小道具惣矢数何程惣貫目何程
　
可納矢或要用或羈旅或狩場事ニ依テ加彼去彼ノ用捨数多也
　
故ニ矢数貫目難相積其事ニ依テ其品ヲ集 惣貫目ヲ積ルヘキ也
一鉄炮玉薬箱　
右玉納玉薬小道具火縄是等ノ惣貫目積リ三匁五分筒
　
何放分可納ヤ積ノ事
一火縄　
右火縄長日短矢
夜
又短日長夜一時ノ内ニ何尺何寸タツノ積
リ竹火
　
縄檜火縄木綿火縄其品々ニ利害アリ ノタチアシ其品ニ依
　
遅速有事長キニ依テ此後ニ記サス
（かりの
　
ひとみ）
皿
塩鰯
　　　
飯椀
